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1. 実施概要 

1.1 基本方針 

本業務は，山辺・県北西部広域環境衛生組合（以下「本組合」という。）が計画す

る焼却施設整備事業の円滑な進捗を図るために，施設建設予定地における断層情報

を得ることを目的とした。 

トレンチ調査は焼却施設予定地において，施設に影響を及ぼす断層の有無を確認

するために，施設を横断する方向にトレンチを掘削し，地質構造の詳細観察を行っ

た。 

 

1.2 実施概要 

   (1) 委 託 名  焼却施設用地 地質・トレンチ調査業務委託 

   (2) 委託場所  天理市岩屋
い わ や

町
ちょう

他（焼却施設） 

   (3) 履行期間   自) 平成 30 年 7 月 31 日 

至) 平成 31 年 3 月 29 日 

   (4) 委 託 者  山辺・県北西部広域環境衛生組合 

            〒632-8555 天理市川原城町 605 番地 天理市役所内 

TEL:0743-63-1001  FAX:0743-63-3915 

   (5) 受 託 者  (株)ダイヤコンサルタント 奈良事務所 

            〒630-8115 奈良市大宮町 7 丁目 2-5 田村ビル 2 階 

            TEL:0742-36-7390 FAX:0742-36-7391 

    管理技術者 松村法行 技術士（応用理学部門：地質、森林部門：森林土木） 

   RCCM（河川、砂防及び海岸・海洋） 

    照査技術者 江口欣也 技術士（応用理学部門：地質） 

   RCCM（土質及び基礎）（河川、砂防及び海岸・海洋） 

    業務担当者 山根 博 技術士（総合技術管監理：応用理学-地質） 

                  （応用理学部門：地質） 

五家康宏 RCCM（土質及び基礎） 

                    新谷友彦 

                    山口奨之 

                   小寺 凌 技術士補（応用理学部門）測量士補 
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1.3 調査位置図 

調査位置図を図 1-1 に示す。 

トレンチ調査は委託場所-1 の焼却施設予定地である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 調査位置図 

トレンチ調査箇所 
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1.4 調査数量 

トレンチ調査の調査内容および数量を以下に示す。 

   当初：トレンチ掘削 100m 深さ 2m 

   追加：掘り下げ掘削 7m 深さ 1m（最終 3m） 

          測点 25-27.5m，30-33m，88-91m 

   当初：トレンチ壁面観察 174 m2 程度（測点 13-100m） 

   追加：掘り下げ分観察 7.5 m2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 トレンチ調査位置図 

トレンチ位置図（S=1:2000） 

トレンチ断面図（S=1:50） 

測点 0 

測点 100 

観察面 
（南壁面）

西 

東 
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2. 奈良盆地東縁断層帯について 

委託場所周辺には奈良盆地東縁断層帯が通過しており，その断層帯の活動による影響が

懸念されている。 

独立行政法人産業技術総合研究所 平成 25 年度「活断層の補完調査」成果報告書「奈

良盆地東縁断層帯」によると，奈良盆地東縁断層帯（京都盆地-奈良盆地断層帯南部）は，

京都府精華町から奈良県奈良市付近を経て桜井市に至る活断層帯である（図 2-1 および表 

2-1）。 

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001）によると，奈良盆地東縁断層帯は，京都

府城陽市の南部から奈良県桜井市までほぼ南北に延びる長さ約 35km の活断層帯である。

全体として西側に対し東側が相対的に隆起する逆断層であり，横ずれ成分は認められない。 

また，奈良盆地東縁断層帯では，マグニチュード 7.4 程度の地震が発生し，その際に断

層帯の東側が西側に対して相対的に概ね 3ｍ程度高まると推定された。 

 

相馬秀廣・八木浩司・岡田篤正・中田高・池田安隆（1997）1:25,000 都市圏活断層図

「桜井」では，トレンチ調査地点の西側（上記の菩提仙川-天理断層相当）及び東側（上記

の三百断層相当）に推定活断層の記載がある（図 2-2）。 

岡田篤正・東郷正美編（2000）近畿の活断層（図 2-3）では，トレンチ調査地点の西側

谷部に６F 菩提仙川-天理断層（活断層）が通過し，東側に６E 三百断層（断層：30 万年

前以前にのみ活動した断層）が通過する（図 2-3）。 

 

西岡芳晴・尾崎正紀・寒川旭・山元孝広・宮地良典（2001）桜井地域の地質．地域地質

研究報告（5 万分の 1 地質図幅）では，トレンチ調査地点は大阪層群白川池累層が分布し

ている（図 2-4）。白川池累層は，奈良盆地東縁部の丘陵地に分布し，南北方向の逆断層（三

百断層，和爾断層，天理断層など）によって西側落ちの変位（20-90°西傾斜で，一部逆

転する）が認められ，西側ほど上位の地層が露出する。 

白川池累層は花粉化石からメタセコイヤ帯の D 帯に対比でき，奈良盆地の地下の大阪層

群の地質構造（図 2-5）から，ピンク火山灰より下位の層準の大阪層群と推定できる。以

上から，白川池累層は大阪層群の標準層準である大阪層群下部の中頃に対比される。 

トレンチ調査地点付近には和爾断層が記載されている。和爾断層は，地表では撓曲とし

て現れている。白川池の北西側の露頭（図 2-5）では，最大 40°西傾斜の撓曲が幅 50m

で南北方向に発達している。反射法地震探査の断面では傾斜約 15°の撓曲帯が認められて

いる（図 2-6）。 
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独立行政法人産業技術総合研究所 平成 25 年度「活断層の補完調査」成果報告書「奈

良盆地東縁断層帯」によると，トレンチ調査位置は菩提仙川-天理付近の断層と三百断層の

間に位置し，段丘面ではなく丘陵に位置する（図 2-7）。上記の断層は明瞭な変動地形を伴

わない主な推定活構造（既存文献による）と区分されている。 

高樋断層の西側約 300-600m 付近を並走して，奈良市鹿野園町付近から天理市櫟本町の

西方にかけて，長さ約 5.5km の三百断層が活断層として推定されている（図 2-7）。西岡

ほか（2001）の地質図に基づけば，この推定活断層は，藤原層群と第四系の大阪層群を限

る長さ 9km の断層（三百断層）の中・北部と概ね一致する。活断層としての三百断層は，

最高位段丘面の構成層である中期更新統の虚空蔵山礫層に覆われており，それらに変位・

変形を与えていないとされる（坂本，1955；寒川ほか，1985；西岡ほか，2001）。また，

高位 2 段丘面を変位させる鹿野園町付近の断層は，推定活断層とされる三百断層を斜めに

横切って延びており，このことからも，三百断層が中－後期更新世に活動していないと考

えられる。 

菩提仙川－天理付近の断層は，天理市和爾町西方の虚空蔵山付近から同市豊田町付近に

かけて分布する，長さ約 2km の推定活断層である（図 2-7）。三百断層および高樋断層の

300m～1km西方を並走し，下部更新統の大阪層群中に発達する和爾断層（西岡ほか，2001）

にほぼ一致する。しかし，この推定活断層を覆って分布する中位および低位 1 段丘面には

変位・変形が認められない。 

 

以上から，トレンチ調査位置周辺の断層について 

・三百断層 中－後期更新世に活動していない 

・菩提仙川－天理付近の断層 中位および低位 1 段丘面には変位・変形が認められない。 

 

周辺の断層（ただし，敷地下ではない。P41 参照）による変位は 

・1 回の変位は 3m 程度 

・断層は東側隆起の逆断層で断層面は東傾斜 

・大阪層群白川池累層は断層付近で西傾斜の撓曲構造が見られる 

 

大阪層群白川池累層は 

・大阪層群下部の中頃に対比される（ピンク火山灰より下位の層準） 

・層序表から 100 万年前程度に堆積したと推定
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図 2-1 奈良盆地東縁断層帯の構成（地震調査委員会より引用） 
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表 2-1 奈良盆地東縁断層帯まとめ 
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図 2-2 都市圏活断層図 
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図 2-3 近畿の活断層 
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図 2-4 5 万分の地質図幅「桜井」 
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図 2-5 大阪層群の層序と分布（桜井地域の地質より引用） 
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図 2-6 反射法地震探査から求めた奈良盆地東縁部の地質断層（桜井地域の地質より引用） 
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図 2-7 地形分類図（平成 25 年度「活断層の補完調査」成果報告書より引用） 
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3. 調査方法 

3.1 作業手順 

①� トレンチの掘削 

②� トレンチ法面の整形 

③� 整形した法面に 1m メッシュのグリッドの設置 

④� トレンチ壁面の詳細な観察，スケッチ及び写真撮影 

⑤� トレンチ壁面の断層層序と構造の記載と測定 

⑥� トレンチの埋め戻しと用地の原状復旧 

 

3.2 作業内容及び注意事項 

(1) トレンチは，掘削残土の置き場，作業スペース等を勘案して重機（0.8m3 級バック

ホウ）を用いて掘削した。掘削残土はトレンチ沿いに，崩壊しない勾配で盛土した。

トレンチ内に湧水があったので，水中ポンプ等を用いて排水した。排水に当たって

は，周辺の用水路や水田等に砂泥の流入がないように留意した。 

 

(2) 掘削したトレンチの法面は，地層が観察できるように，人力で平滑に整形した。

その際，掘削時に法面に張り付いた掘削残土を完全に除去し，最終的な仕上げはね

じり鎌を用いた。 

 

(3) 整形したトレンチ法面には，観察及びスケッチの座標として，1m メッシュのグリ

ッドを設けた。グリッドの水平・垂直はレベルを用いて決定した。また，観察期間

中は法面の乾燥や崩壊に注意して，常に最適な状態で地層を観察できるように努め

た。 

 

(4) トレンチ法面は，以下の点に留意して観察及び詳細スケッチを行った。 

ａ．観察の範囲は，整形した片側の法面（南壁面）とした。スケッチを行う面積は

盛り土部分を除き 180m2 程度であり，スケッチの縮尺は 50 分の 1 とした。破砕

帯及び断層運動に起因する片状等が認められた部分は，20 分の 1 の縮尺で拡大ス

ケッチを行った。 

 

ｂ．観察は，肉眼で識別でき，かつ所定の縮尺でスケッチに表現できる大きさの単

層毎に地層を区分し，単層毎の岩相・変形構造，堆積構造，地層境界の形状，層

位関係，断層，動・植物遺体，考古遺物等についてスケッチに表示した。また，

各種構造の走向・傾斜等の計測記載も行った。 

 

ｃ．整形した全ての法面についてデジタルカメラを用いた写真撮影を行い，複数の
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写真を繋げて法面毎のモザイク写真を作成した。この際，写真の繋ぎ目が見えな

いように色調，明るさとコントラストを調整するとともに，撮影時の歪みや法勾

配によるみかけのグリッドサイズの変化を補正した。 

また，断層面や地割れ，噴砂，火山灰，古地震イベント認定に関わる重要な地

質構造などが認められた場合には，それらの拡大写真を適宜撮影した。断層面あ

るいは断層破砕帯が露出した場合は，それらの走向・傾斜，破砕帯の幅，非対称

構造や剪断面の特徴，切断関係等を詳細に記録（スケッチ）した。 

 

3.3  データの整理，とりまとめ 

全ての調査結果と既存データを整理・総括して，断層の活動履歴・活動性について，

客観的なデータのとりまとめを行った。 

とりまとめに当たっては，以下の点に留意し，必要なトレンチ壁面の解釈図等を作成

し，報告書に添付した。 

トレンチ調査の結果については，確定された各地層区分（単層）相互の関係，地層と

断層・液状化跡等との関係，単層間の変形の相違等を見直し，イベント層準（断層活動

＝地震が生じた層準）を検討した。 

 

3.4  地元説明会 

地元説明会を 12 月 2 日に行った。地元説明会資料を巻末-3 に添付した。 

 

3.5  有識者対応 

委託者の有識者として，奈良大学池田教授に現地を確認いただいた。また，受託者の

有識者として，同志社大学理工学部堤教授に現地を確認いただき，コメントをいただい

た（巻末-4 参照）。 

 

3.6  原状復帰 

本調査及び地元説明会終了後，トレンチの埋め戻しを行った。 

 

3.7  安全管理及び環境対策 

1) 作業現場及びその周辺での充分な安全対策や騒音振動の防止及び生活環境の保全

に努め，本作業において，現場作業員，通行人，近隣住民の安全ならびに環境保

全に努めた。 

2) 作業に用いる資機材の搬入等の際には，一般者や車両の通行を妨げないように十分

に配慮した。 



16 
 

4. 断層について 

産業技術総合研究所地質調査総合センターHP より断層について引用した。  

1. 断層 

日本列島には数多くの断層があります。地質図では黒い実線で描かれています。このう

ち，最近の地質時代に繰り返し活動し，今後も活動する可能性のある断層を「活断層」と

呼びます。活断層にはそれぞれ特徴があり，活動の周期や 1 回に動く量 (変位量) が断層ご

とにおおよそ決まっています。大きな被害を及ぼす地震の場合，断層の変位量は数 m から

ときには 10m 以上に及ぶことがあります。 

断層は動く方向によって正断層，逆断層，横ずれ断層と分類されています。それぞれの

断層ができる原因は，地殻のどの方向に最も強い力がはたらいているかの違い (広域応力

場) にあります。理想的には，正断層は地殻が引き延ばされているとき (引張応力場)，逆

断層は横から強く押されているとき (圧縮応力場) に，横ずれ断層は斜め横方向からの圧縮

を受けているときに，それぞれできると考えられています。 

 

   断層活動の規模を見積もるのに，しばしば地形に現れた垂直方向のずれ (鉛直落差) を

使います。ただし，実際の断層は斜め方向に動くことも多いので，落差が少ない断層であ

っても走向変位が大きければ断層の規模は大きいと言えます。また，断層は地層の強度の

弱い場所にできます。実際の地層は不均質にできているため，断層面は必ずしも単純な平

面になるとは限りません。 
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断層がひとたび形成されると，地殻の中ではそこだけが強度の弱い場所となります。こ

のため，力を受けている限り，同じ断層が繰り返し活動することになります。 

 
    

広域応力場は時代によって大きく変わることがありますが，その変化を反映して，断層

も時代によって性質を変えることがあります。特に東北日本の陸上または日本海の海底に

多数見られる南北方向の断層は，もともと正断層として形成されました。しかし，現在そ

の多くが逆断層として活動しています。このような断層は，正逆反転断層と呼ばれていま

す。 

 

    

日本海ができるときに，地殻には水平方向に引っ張られる力がはたらき，正断層ができ

ました。その後，安定した状態が続き，断層で落ち込んだ凹地は堆積盆地となり，堆積物

が厚く堆積しました。やがて，今度は地殻が水平方向に押される力がはたらき始め，断層

は逆断層として再活動します。このため，堆積盆地は次第に隆起し，今度は地形の高まり

となります。つまり，初めは盆地だった場所が，後には山になっているわけです。このよ

うな現象は，盆地反転と呼ばれています。 
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2．広域応力場 

   断層や褶曲を説明するときに，しばしば広域応力場という用語が出てきます。これは，地

層にどのような力が加わっているかを示すもので，水平方向を基準にして押されていれば

圧縮応力場，引っ張られていれば引張応力場といいます。 

   応力場の変化は，プレートの運動に関係しています。特に日本のような沈み込み帯では，

海洋プレートの沈み込みの方向と角度が応力場を変化させると考えられています。 

   海洋プレートの沈み込み角度が緩いときは，大陸プレートを押す力が大きくなり，大陸プ

レート上には圧縮応力場ができます。 

 

   海洋プレートの沈み込み角度が急なときは，大陸プレートを押す力は小さくなり，大陸プ

レート上には引張応力場ができます。 

 

   このように，海洋プレートの沈み込みの角度に違いが生じるのは，海洋プレートの年齢と

関係しているといわれています。海嶺から近い，形成されたばかりの海洋プレートはまだ

熱く，浮力を持っているため，沈み込みの角度は緩くなると考えられます。一方，海嶺か

ら遠く，十分に冷却の進んだ海洋プレートは，相対的に重く，沈み込み角度も大きくなる

と考えられています。 

   このほか，海洋プレートが大陸プレート

に対して著しく斜め方向に沈み込んでいる

場合には，大陸プレートの縁辺部は海洋プ

レートに引きずられて，横ずれの応力場が

できます。 
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近畿地方は，広域応力場から，活断層の分布や地形配列には，顕著な地域性が見られる。 

活断層研究会編（1991）は，近畿地方の中央構造線を境にまず大区分し，さらに，その

間を複数の小区分に分けている。 これに基づいて，岡田・東郷（2000）は， 小区分をさ

らに主要活断層帯に細分し，小区分や活断層帯の性質をまとめている（図 4-1)。 

 これによると，奈良盆地東縁断層が含まれる近畿三角地域（VId）は，木津川断層帯を除

いて，ほぼ南北走向であり，縦ずれ成分が卓越した逆断層活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 近畿地方と周辺の活断層区の区分と活断層の特性 
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3. 褶曲 

海や湖など，広い堆積盆では地層は一般に水平に堆積します。しかし，完全に固結する

前に地殻の変動によって横方向に圧縮されると，波形に曲がってしまいます。これを 褶曲 

(しゅうきょく) といい，盛り上がった箇所を 背斜 (はいしゃ)，沈んだ箇所を 向斜 (こう

しゃ) と呼びます。地質図では地層が傾斜した方向を示す矢印をつけた線で表します。大規

模な褶曲の場合，盛り上がった箇所は山となり，侵食されると周囲よりも古い地層が露出

します。沈んだ箇所は盆地となり，堆積物が埋めていきます。 

 
  褶曲と逆断層はともに圧縮を受けてできる構造で，密接に関係しています。 

地層が堆積してから硬い岩石になるまでには，通常は長い時間がかかります。つまり地

層は堆積して間もないときにはまだ軟らかく，力が加わったときにも柔軟性があります。

このため，横方向に圧縮されたとき，地表の近くほど褶曲しやすく，地下になるほど断層

をつくりやすくなります。 

 

     

 地下に断層ができると，そこが最も強度の低い場所になるため，その断層が動き続ける

ことになります。すると地表では断層の延長上の一部分に変形が集中し，そこだけ地層が

急傾斜したり，ときには逆転したりします。このような構造は，特に 撓曲 (とうきょく) と

いいます。撓曲は逆断層だけでなく，地下に正断層が伏在している場合にも形成されます。 
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5. トレンチ調査結果 

5.1 調査位置 

調査地点は，丘陵を造成した平坦地であり，駐車場として利用されていた（写真 5-1）。 

表層 50cm 程度は駐車場のためセメント改良されており，それより下位に地山を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-1 トレンチ調査地点全景写真（トレンチ掘削前） 

 

 

写真 5-2 トレンチ調査地点全景写真（トレンチ掘削後） 

トレンチ範囲 

長さ 100m 
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5.2 層序および地質概要 

 トレンチ壁面写真を図 5-4～図 5-6 に，トレンチ壁面スケッチを図 5-7，図 5-8 に示す。 

 

測点 13m より西側では，盛り土が分布している。 

測点 13～22m の区間では盛り土，旧土壌及び旧崖錐堆積物の下に大阪層群が分布する。 

測点 22～39m の区間は大阪層群がほぼ水平に堆積している。礫層，砂層，シルト層が水

平に分布し，所々でラミナ構造が認められる。この区間では，複数の正断層が認められる。

傾斜は西傾斜，東傾斜ともに認められる（写真 5-3，図 5-1）。 

 

測点 39m 付近では，壁面に対して前後に違う地層が分布している境界が認められる。測

点 39m より西側は水平に堆積したシルト，砂礫，シルトの互層が分布しているが，測点 39m

より東側は，上位に砂礫層，下位にシルト層が分布し，西側とは連続していない。西側で

認められる地層は壁面に平行に薄く分布し，その背面に東側で認められる地層が分布して

いる（写真 5-4 図 5-2）。 

 

測点 60m 付近より東側で地層の傾きが認められるようになる。特に測点 62m 付近の断

層から東側では，シルト層の分布，ラミナの構造が傾いてくる。傾きは東に行くほど大き

くなり，測点 65m 付近で 10 度程度，測点 75m 付近で 15 度程度となる。さらに測点 85m

付近のシルト層は 20 度程度傾斜している。 

測点 93m 付近のシルト層は 25 度の傾斜があり，測点 97m 付近のシルト層は 30 度近い

傾斜を示す。 

 

測点 90m 付近に比較的大きな変位を示す断層が認められた。シルト層が最大 80cm 程度

ずれており，見かけ西傾斜の逆断層を示す（写真 5-5 図 5-3）。明瞭なせん断面はなく，シ

ルト層中に断層運動による破砕構造（ガウジなど）が見られないため，シルト層が未固結

状態の時に変位した可能性が高い。この逆断層の成因については，次項にて検討した。 
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写真 5-3 測点 25-26m 付近の正断層 

（赤矢印が断層位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 測点 25-26m 付近の拡大スケッチ 

26 25 東 西 

26 25 東 西 
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写真 5-4 測点 39-40m 付近の地質境界 

（赤矢印が地質境界） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 測点 39-40m 付近の拡大スケッチ 

手前の地層 背後の地層 

手前の地層 背後の地層 

40 39 東 西 
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写真 5-5 測点 90m 付近の逆断層 

（赤矢印が断層位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 測点 90m 付近の拡大スケッチ 

見かけ変位 80cm 

90 89 東 西91
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図 5-4 トレンチ壁面写真－１（南側壁面測点 10-40m） 
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図 5-5 トレンチ壁面写真－２（南側壁面測点 40-70m） 
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図 5-6 トレンチ壁面写真－３（南側壁面測点 70-100m） 
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図 5-7 トレンチスケッチ（１）（南側壁面，縮尺 1/50  測点 13-55m） 
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図 5-8 トレンチスケッチ（２）（南側壁面，縮尺 1/50 測点 55-100m） 



- 31 - 

5.3 追加掘削について 

 有識者の現地確認において，以下の断層部分の掘り下げ指示を受けた。 

 ・測点 25-27.5m 

 ・測点 30-33m 

 ・測点 88-91m 

以上の 3 区間において約 1m の掘り下げ調査を行った。 

また，測点 88-91m 区間については，北側壁面についても観察を行った。 

全体修正スケッチを図 5-9，図 5-10 に示す 
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図 5-9 追加掘削スケッチ（１）（南側壁面，縮尺 1/50  測点 13-55m） 
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図 5-10 追加掘削スケッチ（２）（南側壁面，縮尺 1/50 測点 55-100m） 
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5.4 断層構造 

トレンチでは東側に向かって傾斜が大きくなる撓曲構造が認められる。 

測点 65m 付近で 10 度程度，測点 75m 付近で 15 度程度となる。さらに測点 85m 付近の

シルト層は 20 度程度傾斜している。測点 93m 付近のシルト層は 25 度の傾斜があり，測点

97m 付近のシルト層は 30 度近い傾斜を示す。 

この構造はトレンチの東側にある断層（三百断層）の影響と考えられる。 

各種文献から，この地域の断層は東側隆起の逆断層であり，断層運動により地層が引き

ずられ，西傾斜の傾きが生じる（図 5-11）。逆断層近傍では，地層の傾きは断層に近いほど

急になる傾向があり，今回トレンチで確認された傾向と一致する（図 5-12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-11 奈良盆地東縁断層の地質構造（断面方向を合わせるためにオリジナル断面を反

転） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-12 逆断層で生じる変形構造例 

東 西 
和爾断層三百断層高樋断層 

三百断層近傍は撓曲域であり，

地層の西傾斜が想定される。

東側ほど急傾斜になる。 

三百断層 
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5.5 測点 90m 付近の逆断層 

測点 90m 付近で，変位が 80cm 程度ある西傾斜の逆断層が見られた（図 5-13 参照）。 

断層面に沿って，砂層が引き延ばされるような構造を示すことから，砂層がまだ十分に

固結していない時点（後期鮮新世〜前期更新世）で断層変位が起こった可能性が高い。 

共に西傾斜する断層面と地層面の傾斜は約 10°しか違わず，西傾斜の逆断層の断層面が，

地層の境界に延びることが確認できたため，この断層はトレンチ底以深では層面すべり断

層に変化すると考えられ，地下深く伸びる断層ではないと判断した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-13 測点 88-91m 区間の写真とスケッチ 

 

 

連続する断層 

層理面に分岐した断層 

88 89 90 91 
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 また，測点 88-91m 区間について，北側の壁面も観察を行った。掘削範囲の写真とスケッ

チを図 5-14 に示す。 

 南側壁面から逆断層変位を示す断層が連続する。北側壁面でもシルト層が 80cm 程度変位

している。また，断層面ではレイク 80-90°の条線も観察された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-14 北側壁面測点 88-91m 区間の写真とスケッチ 
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西傾斜の逆断層は，東側を隆起させた断層運動により地層が曲がって（撓んで）向斜構

造が成長する際に，撓みの内側で層面に平行方向（この場合には東西方向）の短縮が生じ，

副次的な逆断層（bending-moment fault）が生じたものである。当該地域では，三百断層

の近傍での大阪層群のめくれ上がりに伴う向斜構造の形成に関連すると解釈される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-15 圧縮応力で生じる地層のずれ 

 

 

図 5-16 副次的な逆断層（bending-moment fault） 

吉岡 1988 より引用 

圧縮応力がかかり，断層によ

り表層の地層にずれが生じた

応力方向 

応力方向 



38 
 

5.6 トレンチ西側の正断層 

 トレンチ西側には多くの正断層的な変位が認められた（図 5-17 図 5-18 参照）。 

壁面には，大阪層群を数 cm〜数 10 cm 変位させる小規模な断層群が多数露出した。断層

の傾斜は西傾斜と東傾斜のものがほぼ同数見られ，60°以上の高角度で傾斜するものがほ

とんどである。壁面での見かけの上下変位はすべて正断層変位を示す。西傾斜の断層と東

傾斜の断層が対をなし，挟まれた地層が落ち込む地溝構造を示すものが多い。変位量は最

大でも数 10 cm 程度であり，壁面中で断層が下方に向かってせん滅することも多いことか

ら，これらの断層は地表付近の極浅部に発達する，いわゆる「根無し」の断層である可能

性が高く，地震による液状化，地すべりなどによる変位である。堆積して間もない未固結

な地層の中で起きた液状化などの表層現象により生じたものである。 

現状では液状化現象は起きない。  
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5.6.1 測点 25-27.5m 

 掘削範囲の写真とスケッチを図 5-17 に示す。 

 掘削前に確認していた断層は掘削部では不明瞭になり連続しない。また，上に連続しな

い断層を確認した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-17 測点 25-27.5m 区間の写真とスケッチ 

 

 

 

 

 

 

上に連続しない断層 下に連続しない断層 

25 26 27 28 
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5.6.2  測点 30-33m 

 掘削範囲の写真とスケッチを図 5-18 に示す。 

 掘削前に確認していた断層は掘削部では不明瞭になり連続しない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-18 測点 30-33m 区間の写真とスケッチ 

 

 

 

 

 

下に連続しない断層 

30 31 32 33 
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5.7 まとめ 

トレンチ壁面観察から，以下の観察事項を確認した。 

・トレンチでは東側に向かって傾斜が大きくなる撓曲構造が認められる。 

・東端で，西傾斜の逆断層が確認されたが，三百断層の近傍での大阪層群のめくれ上が

りに伴う向斜構造の形成に関連する副次的な層面すべり断層と判断した。 

・トレンチ西側の正断層は，堆積して間もない未固結な地層の中で起きた液状化などの

表層現象により生じたもであると判断した。 

 

また，奈良盆地東縁断層帯の主要な活断層は，東傾斜の逆断層（地震調査研究推進本部

地震調査委員会（2001）参照）であり，トレンチ壁面では東傾斜の逆断層は確認できて

いない。 

 

したがって，焼却施設予定地内に，奈良盆地東縁断層帯を構成する主要な活断層は通過

していないと判断した。 

 


